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１．研究計画の概要 
(1)	 安定同位体標識グルコース負荷試験の
解析を発展させ、特に肝臓でのインスリン・
グルコース作用の異常に着目して２型糖尿
病の発症進展メカニズムを明らかにするこ
と。 
(2)	 同負荷試験を用いて、運動とインスリ
ン・グルコース作用の増強の関係を明らかに
すること。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)	 横断的研究として、健常者、IGTから２
型糖尿病まで種々の耐糖能の患者に同負荷
試験を行い、シュミレーション解析で骨格筋
あるいは肝臓でのインスリン・グルコース作
用を検討する。また解析ソフトウェアの改良
を行う。 
(2)	 IGT から軽症糖尿病を対象に週に３－５
回の運動介入を行い、運動介入前後で同負荷
試験を行い、運動とインスリン・グルコース
作用の増強の関係を検討する。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
横断的研究については、十分な症例数が得ら
れ、すでに新たなシュミレーション解析につ
いて論文発表し、２型糖尿病の発症進展メカ
ニズムについての知見も得られつつある。一
方運動介入については、症例数の確保が十分
ではない。 
 
４．今後の研究の推進方策	 
最終年度も引き続き得られたデータの解析、
運動介入試験などを継続する。	 
	 

５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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